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1. はじめに 

これまで我々は、フィールドエミッタアレイ（FEA）の動作状態のその場リアルタイム観察が

可能なマルチエミッタ評価用 SEEM/PEEM 装置の開発を行い、本装置による FEA の SEEM/FEEM

像および PEEM/FEEM 像の同時観察および個々のエミッタからの電流測定について報告してきた

[1,2]。今回、エージングの電圧を比較的高めに実施することにより、動作率を大幅に改善できる

可能性があることが分かったので報告する。 

2. 実験方法および考察 

今回、観察に用いた FEAは、評価用のために新たに作製されたシングルゲートのボルケーノ構

造スピント型エミッタである。FEA は、電子放出源であるエミッタ、ボルケーノ構造のゲート電

極から構成されている（図中挿し絵参照）[3]。今回の実験では、エージングの際のエミッタ・ゲ

ート間の印加電圧を、通常のエージングの際の印加電圧より比較的高めの 100 V まで段階的に高

め、動作率の改善を試みた。その後、PEEM/FEEM 観察を行い、FEA の１ピクセル内の FEEM 像

の輝点から、動作チップ数を調べ、さらに、個々の動作チップの放出電流を測定した。 

Fig. 1(a)は、エミッタ・ゲート間に電圧を印加していない状態（VG = 0 V）の１つのピクセル（チ

ップ数：100 個）の PEEM 像を示す。Fig. 1(b)は、エミッタ・ゲート間電圧 VG = 100 V を印加した

場合の Fig. 1(a)と同一ピクセルの FEEM 像を示す。今回の試みにより、１ピクセル内の全てのチ

ップが電子放出をしていることが確認された（動作率 100%）。Fig. 2 に VG = 100 V の場合の観察

したピクセルの時間経過による動作チップの全放出電流と５つの動作チップのそれぞれの放出電

流の変化の様子を示す。Fig. 2 より、動作チップの全放出電流に対して、動作チップ Emitter 1 の

放出電流が大半（約 40%）を占めていることも分かった。 
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Fig. 1: PEEM and FEEM images of volcano-structured Spindt-type 
field emitter arrays. (a) PEEM image, (b) FEEM image.

Fig. 2: Faraday cup current with the time elapsed 
for individual working emitter. 
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